














特待生制度

◆特待生試験

本校では、 学業成績ならびに人間性に優れ、 他の学生の模範となり得る学生を特待生に認定し

ており、 認定されたランクに応じて、 学費の一 部が免除になります。 応募方法は次の 2通りで、 

出願期間と選考日時は共通です。

特待生試験日 対象者

I 2022年10月15日（土） AO期～第1期出願者のうち希望者

II 2022年12月10日（土） 第2期～第4期出願者のうち希望者

m 2023年 3月11日（土） 第5期～第7期出願者のうち希望者

※特待生試験の受験を希望する方は、 入学願書の該当欄にヅをつけてください。

A 特待生

1. 応募資格

次の項目のすべてを満たす方

①本校をAO、椎薦、併願、 社会人自己推薦で受験

②高等学校調査書の評定平均値が3.8以上

③高等学校調査書の出欠の記録における欠席日数が、 いずれの学年も5日未満

2 選考方法

①書類審査（高等学校調査書）

②箪記試験（国語・数学・一般常識）

③面接試験

3. 認定ランクと募集人数

ランク 免除額

A1ランク
初年度学費より20万円

2 年次学費より20万円※

A2ランク
初年度学費より10万円

2 年次学費より10万円※

※進級時審査があります。

※オ ー プンキャンパス参加時の試験免除特典は適用しません

募集人数 免除方法

3名程度
免除額をあらかじめ学費から差し引いて

請求いたします。
5名程度
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B 特待生

1. 応募資格

次の項目のいずれかに該当している方

①高等学校調在書の評定平均値が3.5以上

②以下のいずれかの資格を保有

ア)日商簿記検定試験3級以上

イ)全国経理教育協会簿記検定2級以上

ウ)全国商業高等学校協会薄記実務検定2級以上

エ)公益財団法人日本英語検定協会実用英語技能検定準2級以上

③高等学校の部活動の実績

【運動部】都道府県大会ベスト8以上（マネ ー ジャ ー 含む）

【文化部】都道府県コンク ー ル入選以上

2 選考方法

①書類審査（高等学校調壺書）

②面接試験 ※オ ー プンキャンパス参加時の試験免除特典は適用しません

3. 認定ランクと募集人数

ランク 免除額 募集人数 免除方法

81 ランク 初年度学費より 10万円 10名程度
免除額をあらかじめ学費から差し引いて

請求いたします。

82ランク 初年度学費より 5 万円 15名程度
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◆修学支援新制度について

大学等における修学の支援に関する法律の公布・施行により、 令和2年度以降、 大学や専門学校

などの高等教育機関における修学の支援のための取組として、 機関要件の確認を受けた機関に入

学する新入生や同機関の在学生を対象とした給付型奨学金の支給や授業料・ 入学金の減免措置が

行われます。

本校は、 令和元年9月20日付けで、 修学支援新制度に係る修学支援の対象機関として認定を受け

ました。

授業料・入学金の 給付型奨学金の

免除／減額 1 十 支 給※本校の修学支援新制度に係る開示情報は、 ホ ー ムペ ー ジ

(h ttps://www.moricolle.ac.jp/)「情報公開」よりご確認

いただくことが可能です。 ［対象］住民税非課税世帯・準ずる世帯の学生

棋幣収人に応じた3段階（第I区分～第III区分）の基準で支援額が決定されますが、 基準を満

たす世帯収入は家族構成により異なります。 H本学生支援機構(JASSO)が提供する「進学資金

シミュレ ー タ ー 」により、 対象となるかどうかを大まかに確認いただくことができますので、 申

請前にご活用ください。

本校では、 日本学生支援機構による給付型奨学金の採用区分をもとに、 授業料・ 人学金の支援

額を決定します。 給付型奨学金への申請を行い、 採用されていることを前提としておりますので、

手続き漏れの無いようご留意ください。（※給付奨学金申請の流れ→次頁参照）

■授業料・入学金に関する免除／減額 支援額

区分 第1区分 第11区分 第m区分

年収の目安 注 1)  約300万円  約380万円　約270万円　 
住民税非課税世帯

免除／減額支援内容 全額減免支援 2/3減免支援 1/3減免支援

入学金
70,000円 46,700円 23.400円

減免額 注2) （請求なし） (23,300円） (46,600円）
（実納入額）

授業料
590,000円 393,400円 196,700円
（請求なし） (196,600円） (393,300円）

注1)4人家放く本人(19- 22歳）・父（給与所得者）・母（無収人）・高校生＞を想定した場合の例
注2)本校の特待制度による減免が適用となる場合には、 適用後の金額から全額・2/3 · 1/3の支援が行われます。

■給付型奨学金の支給額（月額）

区分 第1区分 第11区分 第m区分

自宅通学 注3) 38,300円 25,600円 12,800円
(42,500円） (28,400円） (14,200円）

自宅外通学 注4) 75,800円 50,600円 25,300円

注3)生活保設（扶助の種類は不1廿l）を受けている生計1維持者と同居している人および進学後も児箪社設施設筈から通学する人は、 上記のカソコ内
の金額となります。

注4)自宅外通学の区分で支給されるには、 通学距離・時間・牲用等、 所定の条件に該当している必要があり、 入学後にJASSOへ提出する所定の
因類により審壺されます。 濱査通過後、 採用月に遡って給付されます）

【重要】本制度の適用区分は、 毎年１０月に世帯収入や学業成績の状況を踏まえて見直

されます。 在学期間中の支援が確約されるものではございませんのでご承知おき

ください。
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◆⼊寮奨学⽣制度 

本校が指定する寮（別冊「MCL 専⾨学校グループ 学⽣寮・学⽣マンションのご案内」参照）に
⼊寮する場合、⼊寮奨学⽣として⽉々５千円（年間６万円）を補助する制度です。 

 

１．応募資格 
以下（①〜③）の「すべて」の要件を満たす⽅ 
① 本校が指定する寮への⼊寮を希望される⽅ 
② ⾃宅から公共交通機関を利⽤しての通学が困難な地域にお住いの⽅ 
③ 社会⼈に必要な基礎能⼒や専⾨知識を⾝につけるための⽬標と意欲を持っている⽅ 

 

２．応募⽅法 
本校ホームページより「⼊寮奨学⽣申請書」をダウンロードして印刷し、必要事項を記⼊のうえ､

合格発表後に⼊試事務局に提出してください。 
提出する際は、本校ホームページより「提出⽤封筒（⻑３）表書き」をダウンロードして印刷し､

⾃分で⽤意した封筒に貼ったうえで切⼿を貼りポストに投函するか、郵便局窓⼝から発送してくだ
さい。 

 

３．⼊寮奨学⽣の認定 
   応募資格を満たしている⽅から「⼊寮奨学⽣申請書」が提出された場合、特に試験等は⾏わず

認定されます。 
   ただし、⼊寮後に寮規約に反する⾏為があった場合や、本校への登校が常ではない状況等が⾒ら

れた場合は、⼊寮奨学⽣の権利が取り消されますのでご了承ください。場合によっては、退寮いた
だくこともあります。 

    

４．⼊寮⼿続き 
   「⼊寮奨学⽣申請書」提出後の⼿続きは、寮とご本⼈の間で進めていただきます。ご希望される

寮に直接ご連絡いただくと、寮から「契約に必要な書類⼀式」がご⾃宅に送られますので、寮が
指定する期限までに必要書類を提出し、契約を結んでください。 

   なお、⼊寮⼿続きが完了しましたら、⼊寮先の寮名を、⼊試事務局（navi@moricolle.ac.jp）まで
メールにてご報告くださいますようお願いいたします。 
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イベント参加特典 

◆オープンキャンパスおよび学校説明＆⾒学会参加者特典 

①⾼校⽣・短⼤⽣・⼤学⽣対象 
◇ 交通費の補助（MCL 専⾨学校グループ無料送迎バス運⾏のない⽇に限る※1）  

   本校の規定により交通費を補助いたします。（上限２回） 

 

②⾼校⽣・短⼤⽣・⼤学⽣・その他社会⼈など対象 
◇ 参加特典パスポート進呈  

   参加回数により⼀⼈あたり最⼤２枚のパスポートを進呈いたします。出願の際に、提出書類
⼀式と⼀緒に郵送してください。 

   《１枚⽬特典内容》 選考試験⼀部免除 

     初めて参加した場合に発⾏されます。学年は問いません。 

   《２枚⽬特典内容》 選考料半額（\10,000）免除 

     2023 年 4 ⽉に進学予定の⽅が、2022 年 4 ⽉以降に 2 回⽬（数回⽬）の参加をした場合に 
発⾏※2 されます。 

 

③保護者等対象 
◇ 保護者等参加特典パスポート進呈  

2022 年 4 ⽉以降に、保護者等がオープンキャンパスまたは学校説明会に参加した場合にパス
ポートを進呈※2 いたします。出願の際に、提出書類⼀式と⼀緒に郵送してください。②の参加
特典パスポート２枚⽬もお持ちの場合、合計で選考料全額が免除になります。 

   《特典内容》 選考料半額（\10,000）免除 

 
 
 ※１ 無料送迎バス運⾏がある⽇でも、運⾏ルート以外の地域からの参加者には、本校規定により交通費

を補助することもありますので別途ご相談ください。 
 ※２ 有効期限は 2023 年 3 ⽉末までです。 


